
�
年
前
の
出
版
物
か
ら
、
日
本
を
垣
間
見
る

小
長
井　

孝
（
東
京
）

　

４
月
の
経
済
倶
楽
部
の
会
員
に
よ
る
自
主
的
な
会

合
で
あ
る
「
物
申
す
会
」
で
標
記
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
幸
い
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
た
の
で
、
そ
の
概

要
と
感
想
を
簡
単
に
記
し
て
み
る
。
な
お
会
に
つ
い

て
座
長
の
深
瀬
拡
氏
が
講
演
録
２
０
１
４
年
２
月
号

会
員
の
広
場
で
、「　

回
を
迎
え
た
物
申
す
会
」
と

５０

８０

活
動
を
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
ご
参
考
ま
で
）。

　

父
が
残
し
た
戦
前
・
戦
中
の
書
物
や
雑
誌
・
週
刊

誌
が
、
実
家
か
ら
多
数
出
て
き
た
。
今
ま
で
そ
の
存

在
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
立
ち
読
み
感
覚
で
ペ
ー
ジ

を
繰
っ
て
み
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
私
に
は
、
大
変

興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
個
人
的
に
ど
う
活
用
す
る

か
悩
ん
だ
が
、「
物
申
す
会
」
で
紹
介
す
る
こ
と
に

な
り
、
昭
和　

年
前
後
か
ら
今
次
大
戦
の
日
本
敗
戦

１０

ま
で
の
事
象
に
関
し
て
、
出
版
物
を
ひ
も
と
き
考
察

を
試
み
た
。

　

時
間
の
制
約
上
こ
れ
ら
の
一
覧
と
概
要
を
パ
ソ
コ

ン
で
作
り
、
そ
れ
を
基
に
必
要
な
資
料
の
収
集
・
作

成
を
行
い
、
構
想
を
練
っ
た
。
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
は
、

『
時
代
背
景
・
軍
縮
会
議
と
そ
の
影
響
・
戦
時
中
の

知
識
人
の
発
言
・
当
時
の
広
告
か
ら
世
相
を
感
じ
と

１９０

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

る
・
帝
國
海
軍
艦
艇
の
重
大
事
故
・
海
軍
雑
誌
「
海

と
空
」・
敗
戦
＝
海
軍
の
栄
光
と
艦
船
の
消
滅
（
莫

大
な
国
富
と
命
が
海
の
藻
屑
に
）・
関
東
大
震
災
と

帝
國
海
軍
の
働
き
』
等
々
。

　

日
清
・
日
露
・
第
一
次
大
戦
と
、
日
本
は
実
態
は

と
も
か
く
と
し
て
も
、
負
け
を
知
ら
ぬ
形
で
時
代
を

駆
け
抜
け
、�
戦
争
を
避
け
ん
と
せ
ば
戦
争
の
保
険

た
る
軍
備
に
金
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い
（
海
軍
）�

と
い
う
論
法
で
妄
動
、
つ
い
に
は
軍
事
費
が
国
家
予

算
の　

％
（
大
正　

年
）
と
い
う
正
気
の
沙
汰
で
は

４９

１０

な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
し
て　

年
後
、
無
謀
な
第

２０

二
次
大
戦
を
引
き
起
こ
し
、
全
て
が
灰
燼
に
帰
し
た
。

国
家
指
導
者
の
暴
走
と
そ
の
責
任
は
論
を
待
た
な
い

が
、
大
多
数
の
国
民
に
全
く
問
題
が
無
か
っ
た
、
と

は
言
い
切
れ
ま
い
。

　

当
時
を
今
の
尺
度
で
忖
度
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も

適
切
と
は
思
わ
な
い
が
、
�
戦
争
は
絶
対
に
し
て
は

な
ら
な
い
�
は
我
々
共
通
の
決
心
で
あ
ろ
う
。
最
近

の
不
安
定
複
雑
な
国
際
情
勢
を
鑑
み
る
に
、
一
層
大

切
な
こ
と
と
思
う
。
今
回
古
い
出
版
物
を
読
み
、
調

べ
た
結
果
、
不
勉
強
と
は
言
う
も
の
の
知
ら
な
い
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
。
歴
史
教
育
は
近
・
現
代
に
も
っ

と
力
を
注
ぐ
べ
し
、
と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。
非

戦
時
下
、
多
数
の
将
兵
が
理
不
尽
な
事
故
で
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
（
帝
国
海
軍
艦
艇
の

重
大
事
故
多
発
）。
一
方
、
当
時
の
雑
誌
・
週
刊
誌
に

掲
載
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
を
現
在
の
視
点
で
見

る
と
、
時
代
の
変
化
や
科
学
技
術
の
進
歩
が
読
み
取

れ
て
面
白
か
っ
た
。
古
希
か
ら
３
年
、
遅
ま
き
な
が

ら
、
歴
史
の
勉
強
を
少
し
や
り
直
し
た
か
な
…
。
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